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一般社団法人認知症予防・改善推進会が発足し、ANM176使用者の記憶力・認知機能チェ
ックサービスがスタートします。 
 
ANM176使用者の記憶力・認知機能チェックサービス（以下、本サービスと言います）は、ANM176商
品の使用者が記憶力と認知機能の定期的なチェックを無料で受けられるサービスです。本サービスによ

って記憶力と認知機能の推移がわかり、脳の健康維持に役立てることができます。 ANM176 商品は、
食品用製剤 ANM176®を主成分とするサプリメントです。 

認知症の約 7割をアルツハイマー病（以下、ADと言います）が占めます。 ADを予防するためには 20
年前からのケアが必要と言われおり 1)、認知症予防に 50代から取り組むことが重要です。 しかし、認
知症予防をチェックができる基盤は整備されていません。75 歳以上になると運転免許証更新時に行う
認知機能検査で、84歳以上で正常な人は半数以下とのことですが 2)、認知症の予防や改善を目的とする

ためには 1年以内の再検査が必要です。 家にいながら認知機能をチェックできる本サービスによって、
認知症の予防に役立てることができます。 

AD の原因たんぱく質と言われているβアミロイドには記憶力や学習力を低下させるβアミロイド神経
毒性があります。 漢方生薬のトウキの根には 13種類ものβアミロイド神経毒性抑制成分が含まれ、こ
れらには相乗効果があります 3)。医薬品であるトウキの根は食品には使えないので、トウキと同じ仲間

でハーブとして利用されているガーデンアンゼリカ（以下、GA と言います）の根が着目されました。 
しかし、GAの根にはトウキとは異なり、βアミロイド神経毒性抑制成分の 1つであるフェルラ酸が含
まれていません。このため、米ヌカから抽出したフェルラ酸がガーデンアンゼリカ根の抽出物に配合さ

れました。一方、GAの根中のβアミロイド神経毒性抑制 12成分の含量も極端にバラつくため、βアミ
ロイド神経毒性抑制成分 13成分が一定量に規格化された食品用製剤 ANM176®が開発されたのです。 
ANM176®は単独使用や認知症の医薬品と併用して AD の進行抑制効果が臨床試験で示され 4)、また、

この試験に参加したMCI（軽度認知障害）レベルの 11例中 9例が 9ヵ月後に改善したことから、認知
症予防の可能性も推察されます。MCIには認知症の予備軍が含まれると言われています。 

健常者が予防を目的にサプリメントを使用する場合、長期使用に耐えられる安全性が重要です。

ANM176®に配合されているフェルラ酸は米のヌカに由来するもので食品としての安全性が認められて

います 5)。 また、ガーデンアンゼリカ根は古くからヨーロッバでハーブとして利用され、欧州医薬品庁
は、ガーデンアンゼリカに含まれるフロクマリン類の NOAEL（副作用が観察されないレベル）基準を
示しています 6)。ANM176®のβアミロイド神経毒性成分の含量管理から、ANM176商品の標準使用量
から摂取されるフロクマリン類は NOAEL基準内です。 
本サービス利用者が記入したチェック結果を送ると「まとめ」た内容が返送さいれてきます。この「ま

とめ」の推移から認知機能を管理できます。	  
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